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専
門
学
校
の
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
科
で
販

売
や
色
彩
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
専
門
学

校
卒
業
後
は
ア
パ
レ
ル
関
係
の
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
パ
レ
ル
関
係
の

仕
事
は
年
明
け
か
ら
求
人
が
多
く
な
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
で
す
。
目
標
は
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
、
バ
イ
ヤ

ー
な
ど
の
経
験
を
積
み
、
い
ず
れ
は
地
元
に

自
分
の
店
を
開
く
こ
と
で
す
。

　

趣
味
は
中
学
校
か
ら
始
め
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
す
。
現
在
は
社
会
人
の
チ
ー
ム
で

プ
レ
ー
し
た
り
、
友
達
と
遊
ん
だ
り
し
て
い

ま
す
。
バ
ス
ケ
は
社
会
人
に
な
っ
て
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

成
人
式
で
「
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
述
べ

た
久
武
さ
ん
。
友
達
か
ら
「
完
璧
や
っ
た
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
大
学
の
建
築
・
都
市
デ
ザ
イ
ン
専

攻
２
年
生
で
す
。
学
校
で
は
、
建
物
の
設
計

に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や

景
観
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い

ま
す
。
将
来
は
設
計
事
務
所
に
就
職
し
、
建

築
士
の
資
格
も
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
で
は
、
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
。
そ
の
最
後
に
「
我
夢
に
生
き
て
我
夢
生

（
が
ん
ば
れ
）
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
は
、
修
学
旅
行
で
話
を
聞
い

た
被
爆
体
験
者
の
言
葉
で
す
。
当
時
、
み
ん

な
が
感
銘
を
受
け
た
言
葉
だ
っ
た
の
で
入
れ

た
の
で
す
が
、
今
回
、
同
級
生
か
ら
だ
け
で

な
く
、
列
席
者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
感
謝
の
言
葉
を
何
度
も

繰
り
返
し
て
い
た
山
本
さ
ん
。
そ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
す
て
き
な
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

建築士を目指して

久
ひさたけ

武　優
ゆう

也
や

さん（篠原）

山
やまもと

本　綾
あや

香
か

さん（東山町）

市
民
か
ら
の
お
便
り

親
子
ク
イ
ズ
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
孫
と
頭
を
悩
ま
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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【第464回解答】 【第464回当選者】
田中真由美（大埇甲）
竹村　夫佐（久礼田）
澤村　晃代（緑ヶ丘）
堀内　陽菜（緑ヶ丘）
入交　哲子（田村甲）■応募締切／２月14日㈪必着

■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

これは何でしょう？
最近の若い大工さんは、あまり使っていないようです。

★応募総数／102通　　★正 解 率／96％

ａ春美さん
ｂ秋美さん
ｃ夏美さん
ｄ冬美さん

市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
の
４
人
の
顔
を
見
て
、
私
の
顔
は
秋
美
さ
ん
似
。
こ
の
顔
で
今
年
も
頑
張
る
ぞ
！

～共生社会を目指して～フライト・プラン障害者コーナー⑤フライト・プラン障害者コーナー⑤

　今回は、障害のある方に行った「障
害福祉に関するアンケート調査」から、
就労についての結果を紹介します。
　働きたいのに一般就労ができない理
由としては、「就労条件が合わない」
「周りの人の理解が得られない」など
の意見が多くありました。
　就労に向けた訓練や相談支援の充実、
事業所との連携強化などの必要がある
と考えられます。また、南国市として
は、現在も障害のある方を職員として
雇用していますが、今後も継続した雇
用ができるよう努めていきます。
　合わせて、周囲の人々が「障害のあ
る方も共に地域で生活をしている」と
いう意識を持って、障害者雇用への理
解や協力をしていくことも必要だと思
われます。

※お問い合わせは、福祉事務所社会係（☎８８０－６５６６）まで

質問項目「一般就労をしていない理由は？
（一般就労をされていない方への質問）」

人数 割合

①働かなくても収入はある 452 27.5％
②働きたいが、就労条件が合わない 360 21.9％
③周りの人の理解が得られない 126 7.7％
④今のまま、授産施設や作業所でいい 104 6.3％
⑤授産施設希望だが利用料に抵抗がある 102 6.2％
⑥働きたいが、身体能力的にできない 97 5.9％
⑦在宅でできる仕事が見つからない 78 4.7％
⑧働きたいが、家事などで時間がない 69 4.2％
⑨年齢（高齢）的に働けない 67 4.1％
⑩障害に理解のある事業所がない 44 2.7％
⑪通勤手段、通勤援助がない 43 2.6％
⑫今は働きたい気分でない 42 2.6％
⑬自営、アルバイト、家業手伝いでいい 29 1.8％
⑭身体的・精神的に悪化する不安がある 9 0.5％
その他 21 1.3％

高
知
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行　
　

■
県
は
、
暴
力
団
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
！

▼
公
共
工
事
な
ど
県
の
す
べ
て
の
事
務
・

事
業
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
ま
す
。

▼
県
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
安
心
し
て

暴
力
団
排
除
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
情

報
の
提
供
、
訴
訟
の
援
助
、
警
察
に
よ

る
保
護
を
行
い
ま
す
。

▼
市
町
村
に
対
し
、
暴
力
団
の
排
除
の
た

め
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

の
提
供
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

■
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
ま
す
！

▼
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
図
書
館
な
ど

の
施
設
周
囲
200
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に

お
け
る
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
・
運
営

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
【
罰
則
の
対
象
】

▼
青
少
年
に
対
し
、
暴
力
団
に
加
入
せ
ず
、

暴
力
団
員
か
ら
の
犯
罪
の
被
害
を
受
け

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
育
を
必
要

に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

■
事
業
者
が
暴
力
団
に
金
品
を
渡
す
こ
と

を
禁
止
し
ま
す
！

▼
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す
る
目
的
、
暴

力
団
の
活
動
や
運
営
に
協
力
す
る
目
的

な
ど
で
暴
力
団
員
な
ど
に
対
し
て
金
品

な
ど
の
利
益
の
供
与
を
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。
【
勧
告
・
公
表
の
対
象
】

■
不
動
産
所
有
者
や
宅
建
業
者
な
ど
は
、

暴
力
団
事
務
所
の
開
設
の
防
止
に
努
め

ま
す
！

▼
暴
力
団
事
務
所
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
不
動
産
取
引
を
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
【
勧
告
・
公
表
の
対

象
】

■
祭
礼
や
花
火
大
会
な
ど
か
ら
暴
力
団
を

排
除
し
ま
す
！

▼
行
事
主
催
者
は
、
露
店
を
出
そ
う
と
す

る
者
が
暴
力
団
員
な
ど
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
露
店
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。
【
勧
告
・
公
表
の
対
象
】

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

暴
排
第
２
係

（
☎
８
２
６
・
０
１
１
０
）
ま
で

暴力団
　追放！


